
５月１６日の国内発生以来、増加していた大阪や兵庫の患者数は少しずつ減少しているものの、患

者が発生した自治体数は増加しています。今回は、全国の都道府県別患者数についてお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

○○ 新型インフルエンザ発熱相談センターのご案内 ○○ 

発熱やせき、鼻水や鼻づまりがあり、新型インフルエンザが疑われるときは、医療機関を受診する

前に、発熱相談センターへご相談ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２１年５月２５日（月）～６月７日（日）〔平成２１年第２２,２３週〕の感染症発生状況 
第２２、２３週で報告数の多かった疾病は、１）感染性胃腸炎 ２）Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 ３）伝染性紅斑の順とな

っています。伝染性紅斑の報告数が過去５年平均の約２倍と多くなっていますので注意が必要です。 

発行 川崎市健康福祉局健康安全室・衛生研究所・各区保健福祉センター（保健所） 

区 電 話 区 電 話 開設時間 

川崎区 ０４４－２０１－３１８９ 宮前区 ０４４－８５６－３２１７

幸 区 ０４４－５５６－６７１５ 多摩区 ０４４－９３５－３２１７

中原区 ０４４－７４４－３１０４ 麻生区 ０４４－９６５－５２１８

高津区 ０４４－８６１－３３４１

平日 

8：30～17:00 

川崎市健康福祉局健康安全室    電話０４４－２００－２６９２ 

                     FAX０４４－２００－３９２８ ２４時間受付 

感染性胃腸炎発生状況（３年間）
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A群溶血性レンサ球菌咽頭炎発生状況（３年間）
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【感染症発生動向調査事業から】 
  
 
 

  

  

 

 

 

   

 

    

  

 

今、何の病気が流行しているか！

新型インフルエンザ患者数 

埼玉県 4 人 山梨県 1 人 兵庫県 201 人 

千葉県 14 人 静岡県 7 人 和歌山県 1 人 

東京都 10 人 愛知県 3 人 山口県 4 人 

神奈川県横浜市 1 人 滋賀県 4 人 徳島県 1 人 

神奈川県川崎市 6 人 京都府 2 人 福岡県 28 人 

新潟県 1 人 大阪府 161 人 計 449 人 

（6 月 9 日 11 時現在） 

第２２、２３週報告数第２位 

第２２、２３週報告数第１位 


